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【公表用】 
 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 
 

（大学名） 神 戸 大 学     機関番号 １４５０１ １．機 関 の 

   代 表 者 
   （学 長） (ふりがな<ローマ字>)  ＮＯＧＡＭＩ ＴＯＭＯＹＵＫＩ     

（氏 名）   野 上 智 行   
 

２．大学の将来構想 

（１）研究科の整備と四大学術系列構想 

 神戸大学は、研究大学としての基本的要素を整備す

るために、段階的に大学院改革を進めてきたが、平成

11年度に８研究科の全てに博士課程を完備した。平成

15年度には、神戸商船大学と統合し、我が国最初の海

事科学の研究拠点を構築するとともに、自然科学研究

科の改組を準備している。 

本学では、人文科学から生命科学に及ぶ広範な研究

分野を有する現在の研究教育組織を各分野の学問的

伝統を継承し、「人文・人間科学系列」、「社会科学

系列」、「自然科学系列」及び「生命科学系列」とい

う4つの領域に系列化し、各分野での研究教育の一層

の発展と学際的な新領域の創出を実現しつつある。 

そこで、「生命科学系列」では、自然科学研究科と

医学系研究科との連携を強化する。「自然科学系列」

では、神戸商船大学との統合を行うとともに、これま

での自然科学研究科の理念としてきた「学際性」、「総

合性」を保持しつつ、10の学際的専攻に再編成する。

「人文・人間科学系列」では、文化学研究科、総合人

間科学研究科の連携を強化し、世界の人文・人間科学

の研究教育拠点として更なる整備を図る。「社会科学

系列」では、既に研究大学院として重点化している法

学・経済学・経営学の３研究科の専攻群を世界に冠た

るＣＯＥとして充実するとともに、専門職大学院にお

ける高度専門職業人育成プログラムの整備を図る。 

これらを基盤として、平成13年度に設置した「学術

研究推進機構」の下で、世界のトップレベルにある研

究グループ、特色ある学問分野の開拓を通じて独創

的・画期的な成果が期待できる研究プロジェクトを重

点的に支援し、これを核として国際的に競争優位な学

問分野・研究拠点の数を増大していくことにより、世

界最高水準の大学を構築する。 

（２）特色ある支援体制と研究成果の社会還元 

 「学術研究推進機構」に加え、学生や研究者を国際

的に活躍できるよう育成する立場から「国際交流推進

機構」を設置し、神戸大学と海外諸機関との連携、人

的交流及び研究協力の促進、さらに、海外で展開する

神戸大学の学術的な諸活動を一元的に管理運営し支

援を行う。 

 また、学内の共同研究開発センターを拡充・改組し、

「連携創造センター」を発足させ、外部ＴＬＯ機関等

との緊密な連携の下で国際的意義を持つ研究成果の社

会還元を行う体制をとる。  

（３）学長を中心としてマネジメント体制 

１）学長運営会議と企画調査室 

  学長、副学長（3名）、学長補佐（2名）、事務局長

で構成する学長運営会議を設け、研究教育組織の改編、

研究施設･研究スペースの整備、研究者及び研究支援者

の措置等について基本的戦略を決定する。ＣＯＥ申請

において、研究科を横断する、あるいは研究センター

を中心とした複数専攻からの提案の中から特色ある研

究プログラムを選定した。また、大学運営に必要な基

礎的資料の収集や分析を行うため、企画調査室を設け

ている。 

２）学術研究推進機構 

  部局を超えた学術研究の促進と産学官民連携を展開

するために「学術研究推進機構」を発足させている。

同機構は、学術研究体制の整備・充実、将来発展が見

込まれる研究グループの育成・支援、優れた若手研究

者の発掘・支援等を担う。

３）研究教育評価機構、国際交流推進機構と国際

学術交流基金 

 神戸大学の教育計画、体制の確立と点検・評価、学

術研究の恒常的な評価とチェックを行うために「研究

教育評価機構」を発足させる。また、「国際交流推進

機構」を平成15年に発足させ、海外諸機関との連携な

ど全学的国際交流を実現する。さらに、本学創立百周

年記念募金をベースに、大学院学生や若手研究者らの

教育・学術研究や国際的な展開を可能とする基金を創

設することとしている。 

４）評価に基づく研究環境の整備 

 自然科学研究科の新築棟では、高い評価を得たプロ

ジェクトのみが新たな研究室を確保できるシステムを

導入している。また、学長の判断により、大型の研究

費を獲得した教官に対してプロジェクトが完了するま

での期間、助手を配置している。 

 

３．達成状況及び今後の展望 

（１）研究科の整備と四大学術系列の充実 
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神戸大学は、「人文・人間科学系」、「社会科学系」、

「自然科学系」、「生命・医学系」の4つの学術系列を

教育研究の柱とするとともに、平成15年10月に神戸商

船大学との統合を実現し、それぞれの学術研究分野の

一層の充実・発展を図るため、これらの学術系列を連

携・融合する学際的な新領域の開拓を全学的に推進し

てきた。こうした基盤の上に、平成18年11月に「神戸

大学ビジョン2015」を策定した。本ビジョンに基づき、

チェンジ、チャレンジ、エクセレンスの段階的なフェ

ーズを経て、2015年までに、グローバル・エクセレン

ス、すなわち世界トップクラスの研究教育の実現を目

指している。 

さらに、四大学術系列の一層の連携と融合を図るた

め、平成19年４月に全ての教育研究分野を学部から博

士課程に至る一貫した教育研究体制に整備し、12研究

科（人文学、国際文化学、人間発達環境学、法学、経

済学、経営学、理学、医学系、工学、農学、海事科学、

国際協力）体制とし、先端融合研究を戦略的に遂行す

る「自然科学系先端融合研究環」を新たに設置した。

また、ＭＢＡや法科大学院などの専門職大学院も整備

している。 

（２）特色ある支援体制と研究成果の社会還元 

事業推進中の21世紀COEプログラム採択拠点を更

に発展させ、重点的に推進するため学長裁量枠定員を

配置するとともに、プロジェクト研究室を措置した。

また、「学内発の卓越した研究プロジェクト」制度

を設け、学長裁量枠定員を重点配置し、神戸大学の

「コア研究」を形成していく研究環境の整備を進め

るとともに、神戸大学独自の「教育研究活性化支援

経費」及び「若手研究者育成支援経費」を投入して、

新たな学術分野の創出を支援している。 

国際的連携については、国際交流推進機構（平成

15年２月設置）に「国際交流推進本部」（平成17年７

月）を設け、国際交流戦略と国際交流支援業務態勢を

強化した。 

研究成果の社会還元については、連携創造センタ

ーを連携創造本部として拡充・改組（平成17年10月）

し、事務支援体制も強化して研究成果の社会還元強化

に努めている。 

（３）学長を中心としたマネジメント体制 

  学長を中心としたマネジメント体制については、法

人化後、学長運営会議を学長を中心とする役員会と

して整備し、また、企画調査室及び研究教育評価機

構（設置予定）を企画室、情報管理室、経営評価室

としてそれぞれ整備した。役員会の下、学術研究推進

機構の中に研究担当理事を室長とする学術研究推進

室を設置、さらに、この学術研究推進室を拡充・改組

して研究担当理事を本部長とする「学術研究推進本

部」（平成19年２月）を設置し、若手研究者育成と

女性研究者育成支援を含む研究推進の基本戦略の具

体化を行っている。推進本部の中に21世紀ＣＯＥ拠点

を支援するＣＯＥ推進委員会を設置しており、今後、

国際交流推進機構、大学教育推進機構（平成17年７月

設置）、男女共同参画推進室（平成19年２月設置）等

との連携を図りながら、さらには神戸大学学術研究ア

ドバイザリーボード（平成19年３月設置）の助言を得

て、各21世紀ＣＯＥ拠点の支援をしていく。 

 また、コンプライアンス室（平成19年４月設置）

により、公的研究費の運営・管理に関する責任と権限

の体系を明確にして、補助金の適正な執行を行うこと

としている。 

 運営費交付金、教育研究活性化支援経費、神戸大

学基金及び外部資金による学内予算措置により次の

事業を組織的に支援する。 

①「教育研究組織の再編」 

②「施設・スペースの整備」 

③「研究者及び教育研究支援者の措置」 

④「革新的な教育研究拠点における有為な若手の

人材育成」 

特に、有為な若手研究者のスタートアップ支援や

研究環境の整備を進めるため学内予算措置により

「キャリア支援」、「研究環境の整備」、「国際的連

携」、「女性研究者支援」等の支援策を講じる。 

また、補助事業終了後の大学としての具体的支援

方策としては、学術研究推進本部を中心にグローバ

ルＣＯＥとして再構築するとともに、本学の「コア

研究」として位置付け、引き続き重点的に支援してい

く。さらに、学術研究アドバイザーリボードからの助

言に基づいて、優先的資源配分の対象とする。大学

として世界に誇る研究教育拠点として更に発展させ

て世界をリードするとともに、優秀な若手研究者を育

成して国内外に輩出し、学術的にも社会的にも貢献す

る計画である。そのために、学長裁量枠定員を重点

配置して教育研究体制を強化する。優秀な国内外の

学生のための奨学金制度や海外拠点の整備には神戸

大学基金を、若手研究者への研究スペースやスター

トアップ支援など様々な支援には、教育研究活性化

支援経費及び若手研究者育成支援経費を充当する。 
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神戸大学（Ａ１７）―1頁 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 神 戸 大 学 学長名 野上 智行 拠点番号 Ａ１７

１．申請分野 ○Ａ <生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名）  

蛋白質のシグナル伝達機能      ※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ) 

( Signaling mechanisms by protein modification reactions ) 

研究分野及びキーワード <研究分野：生物科学>(生理活性物質)(生体膜)(細胞情報伝達機構)(細胞構造・機能)(細胞情報・動態) 

３．専攻等名 
バイオシグナル研究センター，自然科学研究科(生命機構科学専攻，資源生命科学専攻(旧名称：生命科学専攻，分子集合

科学専攻 H15.10.1変更))，医学系研究科（医科学専攻） 

４．事業推進担当者           計 18 名 
ふりがな<ローマ字>

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

（拠点リーダー） 

吉川
Kikkawa

  潮
Ushio

 

バイオシグナル研究センター 

・教授 

 

生化学 

医学博士 

 

研究の統括とPKC関連酵素の構造機能解析 

齋藤
Sai t o

  尚亮
Naoaki

 

白井
Shirai

  康仁
Yasuhito

 

米澤
Yonezawa

 一 仁
Kazuyoshi

 

大城
Oshiro

  紀子
Noriko

 

小野
O n o

  功 貴
Yoshitaka

 

向井
M u k a i

  秀幸
Hideyuki

 

坂本
Sakamoto

  博
Hiroshi

 

宮野
Miyano

   隆
Takashi

 

三宅
Miyake

  正史
Masashi

 

阿形
Agata

  清和
Kiyokazu

 

倉谷
Kuratani

 滋
Shigeru

 

林
Hayashi

  茂生
Shigeo

 

深見
Fukami

  泰夫
Ya s u o

 

山村
Yamamura

  博平
Hirohei

 

高 橋
Takahashi

 美樹子
M i k i k o

 

片岡
Kataoka

  徹
Tohru

 

中村
Nakamura

 俊 一
Shun-ichi

バイオシグナル研究センター 

・教授 

バイオシグナル研究センター 

・助教授 

バイオシグナル研究センター 

・教授 

バイオシグナル研究センター 

・助手 

バイオシグナル研究センター 

・教授 

バイオシグナル研究センター 

・助教授 

自然科学研究科 生命機構科学専攻

・教授 

自然科学研究科 資源生命科学専攻

・教授 

自然科学研究科 資源生命科学専攻

・教授 

自然科学研究科 生命機構科学専攻

・非常勤講師 (客員教授) 

自然科学研究科 生命機構科学専攻

・非常勤講師 (客員教授) 

自然科学研究科 生命機構科学専攻

・非常勤講師 (客員教授) 

自然科学研究科 生命機構科学専攻

・教授 

医学系研究科  医科学専攻 

・教授 

バイオシグナル研究センター 

・講師 

医学系研究科  医科学専攻 

・教授 

医学系研究科  医科学専攻 

・教授 

細胞生物学 

医学博士 

細胞生物学 

博士(農学) 

生化学 

医学博士 

生化学 

博士(医学) 

分子生物学 

薬学博士 

分子生物学 

医学博士 

分子生物学 

理学博士 

生殖生物学 

農学博士 

発生工学 

農学博士 

発生生物学 

理学博士 

発生生物学 

理学博士 

発生生物学 

理学博士 

生化学 

理学博士 

生化学 

医学博士 

分子生物学 

博士（薬学） 

分子生物学 

医学博士 

生化学 

医学博士 

可視化によるシグナル伝達カスケードの時・ 

空間解析 

脂肪性シグナルの可視化による情報伝達カスケード

の時･空間解析 

蛋白質複合体のプロテオーム解析 

（平成17年7月 逝去） 

蛋白質複合体のプロテオーム解析 

（平成17年7月 交替） 

アンカリング蛋白質の細胞生物学的解析 

 

アダプター蛋白質の細胞生物学的解析 

 

モデル生物を用いたＲＮＡ干渉法解析 

 

大型哺乳類動物の卵子成熟過程における蛋白質 

リン酸化反応の解析 

大型哺乳類動物の受精過程における蛋白質リン酸化

反応の解析 

モデル生物を用いたマイクロアレイ解析 

（平成17年3月 他大学転出のため退任） 

モデル生物を用いたマイクロアレイ解析 

（平成17年4月 交替) 

モデル生物を用いた機能解析 

 

蛋白質複合体のプロテオーム解析とリン酸化反応の

分析 

蛋白質リン酸化酵素に関する構造機能解析 

（平成18年3月 定年退職） 

蛋白質リン酸化酵素に関する構造機能解析 

（平成18年4月 交替） 

Rasファミリー低分子量G蛋白質による脂質シグナル

の調節 

脂質代謝酵素に関する構造機能解析 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 189,000 137,000 129,000 
135,000 

（13,500） 

129,840 

（12,984） 
719,840 
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６．拠点形成の目的 

 

経緯 

 生理活性物質による生体機能の制御に関する研究

は、それぞれの生理活性物質が特異的受容体と相互作

用することによって生じる生物シグナル（バイオシグ

ナル）の実体と個々のシグナルに対する応答経路の同

定へと発展してきた。今日、このシグナル伝達の機構

は生命現象の基本原理として認識され、その全体像の

解明を目指した広範な研究が国内外で実施されると

ともに、医療や生産科学領域での応用開発へと発展し

ようとしている。 

 

特色・目的 

 神戸大学においては、西塚泰美前学長がプロテイン

キナーゼC（PKC）を発見し、脂質メディエーターによ

る蛋白質リン酸化反応の亢進という細胞機能制御に

おける新たなパラダイムを提唱した。その後、PKCを

中心とするシグナル伝達の研究の推進を目的として

バイオシグナル研究センターが設置され、他部局との

協力により、我国における本領域の中核的施設として

多くの業績をあげるとともに、大学院教育を通じて後

継者育成を行っている。本計画では、バイオシグナル

研究センター、自然科学研究科（連携講座 理化学研究

所 発生・再生科学総合研究センターを含む）、医学系

研究科からPKCを巡るシグナル機構の研究に従事する

教官が事業推進担当者として参集し、機動性に富んだ

学内を横断する組織を立ち上げる。そして個々の部局

において蓄積してきた実験技術を交換し、プログラム

を構成する研究グループ間の緊密な協力を通じて、リ

ン酸化反応を中心とする蛋白質の構造修飾によるシ

グナル伝達機能の研究の進展とバイオシグナル伝達

機構の全体像を俯瞰する知識の統合を目指す。また、

研究科を越えたスタッフ、準スタッフとの相互啓発に

よる学生の先端教育・人材育成を行い、世界最高水準

の研究教育拠点を形成することを目的とする。 

 

必要性 

 これまでのホルモン、神経伝達物質、細胞増殖因子

をはじめとする生理活性物質のシグナル伝達機構に

関する解析により、細胞周期制御といった巧妙な生体

機能の研究が進展している。今後、これらの成果に基

づき、発生、分化、再生、増殖といった現象の分子機

構について解明が行われようとしている。こういった

シグナル伝達機構の研究には、生化学、分子生物学、

細胞生物学の方法のみならず、画像解析、プロテオミ

クス、発生工学およびハエや線虫等のモデル生物によ

る機能ゲノミクスから大型哺乳類動物を用いた応用

解析に至る様々な先端的手法が駆使されている。しか

しながら、個々の研究では対象生物ならびに解析方法

が限定されているため、シグナル伝達の全体像の解明

を指向した知識の統合化は遅れていると言わざるを

得ない。また、学生は各自の研究対象の解析により研

究室ごとの特化技術に習熟しうるものの、在学期間中

に知識と技術力の総合化を行う機会は限られている。

本学にはシグナル伝達研究に関する知識、技術、人材

が集積されていることから、PKC研究を先鞭とした研

究はシグナル伝達の分子機構に関する多大な成果を

もたらし、同時に本領域の研究推進を担う人材養成に

も貢献することが期待され、本計画による拠点形成の

必要性は極めて高い。 

 

国内外の現状と動向 

 シグナル伝達機構については国内外を問わず多くの研

究が実施されており、ことにPKCについては本研究グルー

プによって細胞刺激ごとに異なる分子機構により活性化

を受け、細胞入力に応じた特徴的な細胞内動態を示すこ

とが見出され注目を集めている。また、分子種ごとのノ

ックアウトマウスが国内外のグループにより作成され、

シグナル伝達の多様性と特異的制御の分子基盤の解明を

目指した研究が展開されようとしている。 

 

期待される研究成果、学術的社会的意義・波及効果 

 すでにPKC ・分子種の選択的阻害剤（LY333531, Eli 

Lilly）が糖尿病合併症予防薬として、チロシンキナーゼ

阻害剤（Gleevec/STI571, Novartis）が慢性骨芽性白血

病治療薬として欧米で臨床試験が実施されている。この

ように、本領域の研究はシグナル伝達機構の異常の関与

が推定される多くの疾患への選択性の高い治療薬剤の開

発や、生産科学における技術革新へと波及効果をもたら

すことが期待され、我国のみならず国際的に極めて重要

な課題となっている。 
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７．研究実施計画 

 本学では、学術研究体制の整備・充実、優れた成果を

挙げ将来の発展が見込まれる研究グループの育成と支

援、優れた若手研究者の発掘と支援等を担う組織として

学術研究推進機構を設置している。同機構の中にCOE推

進委員会を設置し、本拠点への支援を検討するとともに、

拠点の運営、活動への助言・評価を行う。事業推進担当

者はCOE推進委員会の助言・評価のもとに拠点活動を立

案実施する。活動開始にあたり事業推進に必要な設備備

品の整備に努めるとともに、本拠点のホームページを作

成しその活動を公開する。 

 なお研究活動については以下のとおりである。蛋白質

の構造修飾はシグナル伝達に中心的な役割を果たして

おり、生体膜の代謝に共役したリン酸化酵素系は、細胞

刺激の増幅とクロストークの場である。従って、その解

析はシグナル伝達における特異的機能制御と多様性の

解明へとつながるとともに、各種領域への応用が期待さ

れる。ことにPKCファミリーは細胞刺激ごとに異なる分

子機構により活性化を受けるとともに、細胞入力に応じ

た特徴的な細胞内動態を示すことを見出している。そし

て、その機能・局在制御には脂質代謝酵素およびアダプ

ター／アンカリング蛋白質が関与し、活性化・標的機構

の差異により、細胞の代謝、増殖、分化、死といった異

なる機能制御に関わることが示唆されている。 

 本計画では、神戸大学関係部局に集積されているシグ

ナル伝達研究に関する知識、技術、人材を集約し、PKC

を介するシグナル伝達機構について、蛋白質レベルにお

ける構造と修飾反応の解析から、培養細胞・個体内での

分子イメージング、発生工学的検討に至る研究を行う。

同時に、PKC研究を先鞭として、モデル生物のRNA干渉

法・マイクロアレイ解析によるシグナル伝達経路に関す

る基本的検討を行うとともに、これまで解析が充分には

行われてこなかった大型哺乳類卵細胞における減数分

裂および受精に至る機構の検討により、蛋白質リン酸化

酵素をはじめとするシグナル伝達分子群に関する研究

を実施する。ここで研究対象とする分子群は過去20余年

来、神戸大学に集積した実績に基づくものが多い。 

 研究にあたっては、研究室間の緊密な連絡をとり、効

率的な研究進行と先端的な研究を通じた大学院教育を

行い、シグナル機構の全体像解明を指向した研究教育拠

点の形成を行う。具体的には、（１）研究方法と（２）

研究対象により所属専攻等を横断する研究組織を構成

する。以下は中間評価段階での見直しならびに事業推進

担当者交替を含めた研究方法と対象である。 

 

（１）研究方法 

１．細胞生物学・ゲノム解析（担当：小野、山村、

高橋、中村）分子生物学・細胞生物学的手法を用

いたシグナル伝達蛋白質の生理的機能の解析お

よびシグナル伝達因子の遺伝子異常と疾患の関

連解析 

２．画像・時空間解析（担当：齋藤、白井）分子イ

メージングによるシグナル伝達分子の生体内・細

胞内動態の解析 

３．蛋白質構造解析（担当：吉川、片岡）高輝度放

射光施設による立体構造解析 

４．プロテオミクス（担当：米澤、大城、深見）質

量分析（MS）による蛋白質複合体解析およびMS/MS

分析による修飾反応解析 

５．発生工学（担当：宮野、三宅、阿形、倉谷、林）

減数分裂・受精機構、器官形成機構の解析 

６．モデル生物（担当：坂本、向井）遺伝子操作動

物、RNA干渉法によるノックダウン動物を用いた

解析 

７．シグナル伝達蛋白質を標的としたドラッグデザ

イン（担当：吉川、片岡、齋藤）薬物スクリーニ

ング系の確立および立体構造情報からのドラッ

グデザイン 

 

（２）研究対象 

１．主要な細胞、生物 

哺乳類培養細胞、マウスならびに家畜卵母細胞、シ

ョウジョウバエ、線虫、アフリカツメガエル 

２．対象とするシグナル蛋白質 

１）蛋白質リン酸化酵素群 

PKC、PKC関連酵素 (PKB, PKN)、mTOR（Mammalian 

Target of Rapamycin kinase）、Cdc kinase、MAPK、

Syk、Src、Fes 

２）脂質代謝酵素群 

Diacylglycerol kinase（DGK）、Phospholipase Cε 

(PLCε)、Sphingosine kinase（SPK）、Phospholipase A2

３）アダプター／アンカリング蛋白質群  

CG-NAP (Centrosome and Golgi localized 

PKN-associated protein)、raptor、Shc、Cbl-b、

3BP2 

４）GTP結合蛋白質群 

Ras、Rap1、CRAG、グアニンヌクレオチド交換因子群 

５）その他の蛋白質 

MRG-1（クロモドメイン蛋白質）、Septin、RPK118、

Caspase 
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８．教育実施計画 

 若手をエンカレッジする仕組みとして、COE推進委員

会の助言・評価のもとにCOE研究員（ポストドク）を雇

用し、また後期博士課程学生を積極的にRAとして採用

し将来の研究を担う人材育成の第一段階とする。また、

本拠点の学生が所属研究室における研究対象実験技術

の習熟のみならず、広範な知識・技術を習得し、研究

教育の成果を高めるとともに、学位取得後には本領域

の研究推進を担う人材となることを可能とするために、

従来の大学院教育において行われてきた講義、演習、

実習に加えて以下を実施する。 

 

（１）研究方法・材料に関する情報交換と技術協力 

 それぞれの研究室の実験方法や材料について、他研

究室所属の学生などが容易に理解できるように以下

を行う。 

・データを拠点内閲覧可能としたホームページの作成 

・実際のサンプルを用いた技術講習会、機器説明会 

・視聴覚機器、コンピューターネットワークを最大限に

活用した研究教育（希望する学部学生も対象に含め

る） 

・研究室を越えた技術協力の実施 

 

（２）ディスカッション会合の開催 

 定期的（毎月１回程度）に拠点内のスタッフ、ポス

トドクレベルの準スタッフ、学生の参加によるディス

カッション会合を開催し、研究室単位で大学院学生が

未発表データを含めた研究報告を行う。学生が年１回

程度発表を行うことにより、長時間の発表、討論によ

り通常の学会以上のフランクなコメントを受ける研

鑽の場となるよう、スタッフは運営につとめる。また、

このディスカッション会合を通じて、研究室を越えた

協力の促進を目指す。 

 

また、本拠点の中心となるバイオシグナル研究センタ

ーでは、従来から積極的に海外との交流を実施し、学

生の国際性の涵養に努めている。本拠点ではこの方針

を継続し、当初計画に修正を加え以下の実施すること

とした。 

 

・年１回程度（当初計画では隔年）に外国人講演者を

招聘し国際シンポジウムを開催し、学術交流をはか

る。この際、特に学生が積極的に参加できる形式を

とり、大学院生を含む若手研究者による英語口頭発

表 “Discussion Meeting for Young 

Scientists”(当初計画における「拠点内で英語に

よる発表会を開催」)を開催し、国内外からの招待

講演者を審査員として最優秀発表者を選考し表彰

する。またシンポジウムとは別に拠点研究室におい

て学生を含む若手スタッフが実験データの紹介を

含めた外国人研究者と直接の意見交換を行う機会

を設ける。 

・関係領域の海外研究者が学会等で来日する際には拠

点に招聘し学術セミナーを依頼する。その際、学生

が海外研究者とディスカッションを行う時間を設

定する。 

・拠点内の外国人客員教授と学生とのディスカッショ

ン（英語による）の機会を積極的に設ける。 

・外国人PDを受け入れ、英語によるコミュニケーショ

ンを日常的なものとする。 

・国際学会発表のための海外派遣を行う。 

・共同研究を目的とした海外への短期派遣を行う。 

 

 なお、拠点活動開始後に外部委託による英語検定試験

および英語指導の実施が可能であることが判明した。

そこで、TOEIC-IPテストを年１回程度、実施することに

より学生が英語能力について定期的に客観的評価を受

ける機会とすることとした。また上記のDiscussion 

Meeting for Young Scientistsに際して英語を母国語と

する専門家による事前英語指導を行うこととした。 

 

 また、若手の育成の機会の一つとして学部学生が早期

に先端の研究活動に触れる機会として、3ヶ月間、研究

室における実験補助に謝金雇用し、同時にセミナー、研

究集会への参加等を通じて研究活動の一端を体験させ

る「ワーク・スタディ制度」を実施することとした。 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的達

成度 

 本拠点形成計画は、神戸大学を横断する組織を構成

し蛋白質によるシグナル伝達機能の研究の進展ならび

に研究科を越えた先端教育・人材育成を行い、世界最

高水準の研究教育拠点を形成することを目的とした。

研究成果としては事業推進担当者、COE研究員（ポスト

ドク）、RAを含む大学院生などの活動により投稿中を

含む約240編の論文が国際学術誌に報告される。これら

の中には本拠点構成員が発見したPhospholipase Cεの

生体内機能の解明（下図）や再生に関与するシグナル

解析をはじめとする世界トップレベルの実績が含まれ

ている。また、新しい組織による協同研究により、シ

グナル伝達とRNAレベルの遺伝子発現制御の関係の発

見といった、当初、予想していなかった成果も得られ

ている（論文作製中）。一方、6回の国際会議を主催し

海外の一流研究者との学術交流を行うとともに、うち4

回ではDiscussion Meeting for Young Scientists（大

学院生を含む若手研究者による英語口頭発表）を開催

し、また英語指導や海外派遣を実施することにより国

際的に通用する人材の育成を行った。こういった活動

により学生間に研究者を目指す気運が高まり、また実

際にDiscussion Meetingの審査を担当した国内外の招

待講演者から発表内容、能力について高い評価を受け

た。なお、本拠点は平成19年3月16日に陳建仁大臣（台

湾行政院国家科学委員、National Science Council, 

Taiwan）の視察を受け拠点活動の説明を行ったことか

らも、国際的に注目を受けていることがわかる。以上

の理由により、本拠点は想定どおりの成果を挙げたと

自己評価している。 

 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 期間中に合計17名のCOE研究員（ポストドク）を採用

し、上表に示すように7名（外国人2名を含む）は大学

教員となり、8名は大学あるいは研究機関において研究

に従事している。COE研究員は拠点の研究活動を推進す

るとともに後輩の指導にも積極的に関与し、ことに本

学教員となった3名は拠点形成に貢献している。RAとし

ては延合計134名（うち外国人留学生44名）を採用し、

これらRAを含む博士後期課程修了者には国内外の研究

機関でポストドクとして研究に従事するものが多く、

すでにBangladesh Agricultural University、日本獣

医生命科学大学、姫路獨協大学に教員として採用され

たものもいる。また、大学院学生の活動に対して海外

で開催された国際学会におけるプラットフォームセッ

ション選出（ポスター発表応募者の中から口頭発表へ

の選抜）やFirst Prize of Poster Presentation Award

（最優秀ポスター発表賞）授与が行われ、その活躍ぶ

りが伺える。なお、事業推進担当者の研究室から他大

学に教授3名、准教授1名が赴任しており、本拠点で得

られた学術成果の発展が期待される。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学
術的知見等 
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 本拠点の研究活動により、シグナル伝達蛋白質に関

する立体構造モデルに基づく薬剤イン・シリコスクリ

ーニングならびに哺乳類卵の核および核小体の役割に

関する研究が新たな分野となろうとしている。主要な

新たな成果としては項目7に記載する研究方法ごとに

以下がある。 

 

１．細胞生物学・ゲノム解析：蛋白質リン酸化酵素PKC

およびPKBの多元的活性制御機構の解明；蛋白質リン

酸化酵素PKN3のノックアウトマウス作製；アダプタ

ー／アンカリング蛋白質CG-NAPの中心体およびゴル

ジ体局在機構の解明：アダプター蛋白質3BP2による

細胞応答制御の解明；GTP結合蛋白質CRAGによるポリ

グルタミン蛋白質形成制御機構；Sphingosine 

kinase 2の核内ターゲティングによる癌細胞の増殖

制御；アポトーシス実行蛋白質Caspase３の核移行の

発見 

２．画像・時空間解析：蛋白質リン酸化酵素PKCと脂質

代謝酵素Diacylglycerol kinaseとの直接的な結合

による脂質シグナル制御システムの解明；遺伝子操

作動物作成による情報伝達因子の生体組織中での動

態モニター法の確立と単離細胞中における局在動態

との比較解析 

３．蛋白質構造解析：高次構造のX線結晶解析とNMRに

よる癌遺伝子産物M-Rasの標的蛋白質との結合能力

を持たないOFF状態の構造の解明 

４．プロテオミクス：栄養バランスを関知するmTOR

（Mammalian Target of Rapamycin kinase）複合体

のプロテオミクス手法による解析と蛋白質翻訳制御

因子群との相互作用の解明；アフリカツメガエル卵

を持いた受精時にチロシンリン酸化を受ける蛋白質

の検索による膜蛋白質Uroplakin IIIの同定とその

制御機構の解明 

５．発生工学：哺乳類卵の成熟，受精における減数分

裂過程の染色体の凝縮・脱凝縮および 接着・分離の

分子レベルでの制御機構の解明；プラナリアを用い

た頭部再生におけるFGFシグナル系の関与の解明と

脊椎動物の頭部形成における同系の役割；ショウジ

ョウバエを用いたモルフォゲン分子による細胞の伸

展・移動制御メカニズムの解明 

６．モデル生物：線虫クロモドメイン蛋白質MRG-1の生

殖細胞形成とX染色体遺伝子発現抑制に関する役割

の解明；ノックアウトマウス作製による

Phospholipase Cεのras癌遺伝子依存性発癌におけ

る意義の解明 

７．シグナル伝達蛋白質を標的としたドラッグデザイ

ン：蛋白質リン酸化酵素PKCεとPKCηの特異的活性化薬

合成とその特性の解明；癌遺伝子産物M-Ras変異体立

体構造モデルを用いた抗癌剤のイン・シリコスクリー

ニング系の確立 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 拠点活動開始にあたり拠点ホームページを作製し、

各種の情報を掲載するとともに事業推進担当者にメー

リングリストによる配信を実施した。実際の研究あた

って実験技術や材料を共有することにより研究室を越

えた協力を促進し、複数研究室による定期セミナー（月

1回程度）ならびに拠点全体の集まりとして定期学術会

合（年2回）、技術講習会（年１回）、本学医学系拠点

との合同会議（平成16年度より年１回）、国際シンポ

ジウム（期間中6回）を開催することにより有機的な連

携を深めた。これらの活動を通じて、研究科を越えた

交流が行われ、事業推進担当者間の協力による共著論

文の作製ならびに博士後期課程学生の研究や博士論文

の指導審査が行われた。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 期間中の研究員採用者（17名）は国内外の研究機関等

に勤務しているが、うち3名は神戸大学教員となり、直

接、本学における研究教育の推進に携わっている。若手

研究者および大学院学生については、国際会議、学術講

演会の開催を通じた多数の著名な研究者と交流や

Discussion Meetingや国際学会での発表を支援するこ

とにより国際的競争力を育て、学部学生に対してはワー

クスタディー制度を開始し先端研究に触れ国際的研究

環境を知る機会とした。こういった活動が学生間に研究

者を目指す気運を高め、よい伝統が形成されることが期

待される。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 拠点活動の開始にあたり平成15年1月に神戸大学百年

記念館六甲ホールにおいて公開シンポジウムを開催し、

野上学長をはじめとする関係者が事業開始の経緯と研

究教育内容を解説し学内外への周知を行った。また拠点

ホームページを開設し活動内容を公開するとともに、そ

の更新状況をメーリングリストにより拠点内のみなら

ず希望者にも配信した。英語版ページには拠点から報告

された新規論文に関する執筆者による概略説明（Author 

Comments）を付すとともにPDFファイルのダウンロード

あるいはデータベースへのリンクを可能とした。本ホー
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ムページには第3年度途中までに9千件を超えるアクセ

スがあったが、その後にサーバー障害が発生したため期

間中の総アクセス件数は残念ながら集計できていない。

なお、本拠点による6回の国際会議（うち1回は学内医学

系拠点との共催）に際しては、大学、拠点、関連学会の

ホームページならびに学術誌への案内掲載により国際

的な活動をアピールした。また、事業推進担当者は招待

講演を含む国際学会での発表により研究成果の情報発

信を行った。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のため

効果的に使用されたか） 

 拠点形成研究補助金の使途のうち最大の区分は人件

費であり、COE研究員・RAなどの雇用に初年度以外の各

年度経費のほぼ５割を重点的に充当した。初年度であ

る平成14年度は経費の約6割を用いて事業推進に貢献

する設備備品の配備が行われ、多くの事業構成員が活

用する体制をとった。ことに、DNAシーケンサーによる

塩基配列解析では、事業推進者の試料を優先的に解析

しつつも、機器の十分な余力を生かして学内の塩基配

列解析需要の多くを満たすことが可能となり、結果と

して学内遺伝子関連研究の進展に大いに貢献すること

ができた。最終年度に行われた追加配分については拠

点内に導入が進められているウイルスベクター構築に

関わる実験室の整備に充当し、これらの設備備品は期

間終了後も、拠点内のみならず学内関連分野の研究者

にとって有用な役割を果たしている。以上の設備備品

費については、期間中の全経費のうち約2割が用いられ

た。旅費としては事業推進担当者、若手教員、学生の

国内外での研究発表ならびに外国人研究者の招聘の経

費として初年度を除き経費の1割前後を使用し、事事業

推進費としては経費の2−3割を消耗品費、国際会議開催

費、語学力検定委託などに充当し、国際的な拠点活動

の推進が行われた。 

 

②今後の展望 

 本拠点の活動展開を持続するため、平成19年度グロ

ーバルCOEプログラム公募においては、本拠点事業推進

担当者6名を含む組織構成により生命科学分野への拠

点計画調書の提出を行った。また、神戸大学では優れ

た研究実績のある世界水準の研究または神戸大学独自

の教育・研究に、学長裁量枠を活用し戦略的・重点的

に人材を配置することにより、神戸大学が世界的研

究・教育の拠点として発展することを目指し、「学内

発の卓越した研究プロジェクト」を公募している。本

拠点では平成15年度開始21世紀COEプログラム拠点（医

学系分野）「糖尿病をモデルとしたシグナル伝達病拠

点」と密接な連携を行ってきたことから、両拠点が共

同して平成19年度「学内発の卓越した研究プロジェク

ト」に応募し、学内審査を経て採択された。現在、こ

の研究プロジェクトに配分された学長裁量枠定員に関

する人事選考を行っている。一方、平成19年度から学

内改組により自然科学系先端融合研究環が発足し、こ

の中に重点チームが設けられた。平成19年4月から本拠

点の事業推進担当者（医学系教員を除く）を中心とす

るに教員12名による重点チームが活動を開始した。以

上のように、学内発の卓越した研究プロジェクトなら

びに研究環重点チームを通じて、グローバルCOEプログ

ラムの採択の如何にかかわらず本拠点に関係する医学

系と自然科学系の教員が引き続き合同して研究教育活

動を行う体制が整っている。なお、グローバルCOEプロ

グラムの選考結果により、これらの組織活動を調整す

ることが予定されている。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与え

た影響度） 

 平成14年度に本拠点の活動が開始された後、学長裁量

教員ポストの使用により人事レベルの支援が改善され、

平成15年度採択の21世紀COEプログラム6拠点と合わせ

て大型研究費による活動への重点的支援が定着した。一

方、次の研究教育拠点となりうる新学術分野創成と人材

育成を視野に入れた神戸大学教育研究活性化支援経費

「戦略的・独創的な教育研究プロジェクト事業」および

若手研究者育成支援経費による助成、ならびに神戸大学

国際交流事業促進基金による学生の海外派遣補助が全

学的に開始され、本プログラムによる拠点形成は関係部

局のみならず、大学全体を活性化する波及効果を示して

いる。なお、本拠点と平成15年度採択医学系拠点は合同

会議の開催やお互いの活動情報を共有することにより

密接な連携を行い、従来からの協力関係をより強固なも

のとした。また、若手研究者、大学院学生、学部学生に

とって多数の著名な研究者と交流した経験は、国内外の

研究機関で研究する自信となり、プログラム外の学生に

対しても国際的活動を身近なものとして具体的に捉え

られる機会となった。一方、外国人研究者にとって神戸

大学の教員や学生の真のレベルを評価する良い機会と

なり、今後の活発な国際交流が期待される。ことに合同

国際シンポジウムを開催したNational Cheng Kung 

University (Taiwan)のCOE拠点グループとは継続して

交流、共同研究を実施する予定である。 
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１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 
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②国際会議等の開催状況【公表】 
 
 本拠点は事業期間中に６回の国際会議を開催した。 
 
2004年1月26～28日・神戸大学百年記念館六甲ホール 
The 21st Century COE Program“Conference on Lipid Messenger”  
参加人数：152名（外国人15名）、講演者：海外２名、国内４名、学内４名 
主な招待講演者： Wonhwa Cho, University of Illinois at Chicago, USA：脂質関連酵素の膜タ
ーゲティングに関する先駆的研究者、Isabel Merida, Spanish Council for Scientific Research, 
Spain：免疫系におけるDGキナーゼの世界的研究者、坂根郁夫, 札幌医科大学：ＤＧキナーゼの
クローニングに成功した本領域の第一人者。脂質関連酵素の機能およびサブタイプ特異的機能を
可能にするリピッドシグナリング分子機構について最新の研究成果発表と討論を行った。 

 
2004年11月15～16日・神戸大学百年記念館六甲ホール 
The 21st Century COE Program Symposium“Signal Transduction in Gametogenesis and 
Fertilization”   
参加人数：210名（外国人20名）、講演者：海外４名、国内２名、学内２名 
主な招待講演者： John J. Eppig, Jackson Laboratory, USA：卵母細胞の体外培養系を用いて原
始卵胞内卵母細胞からマウス産仔の作出に成功した卵母細胞の発育研究に関する第一人者、
Rafael A. Fissore, University of Massachusetts, USA：哺乳類の受精卵におけるカルシウム
オシレーション研究の第一人者、Peter Sutovsky, University of Missouri-Columbia, USA：受
精に際して精子が持ち込む中心小体の役割や精子ミトコンドリアの消失に関する研究の第一人
者。生殖細胞の形成から受精に至るまでの現象に関わるシグナル伝達機構に関しての最新の研究
成果について討論した。 

 
2005 年 11 月 24～25 日・神戸大学瀧川記念学術交流会館 
The 21st Century COE Program Symposium“Japan-Taiwan Symposium on Cell Signaling and Gene 
Expression” 
参加人数：127名（外国人22名）、講演者：海外６名、国内２名、学内２名 
主な招待講演者： Wen-Chang Chang, National Cheng Kung University, Taiwan：台湾における
COE研究リーダー、リピッドメッセンジャー生合成制御に関する世界的研究者、Ming-Jer Tang, 
National Cheng Kung University, Taiwan：台湾成功大學副学長、細胞接着によるシグナル伝達
に関する著名な研究者、Ih-Jen Su, National Taiwan University, Taiwan: 肝がん発生の分子
機構に関する研究により世界的に著名な台湾におけるがん研究指導者の一人。台湾、日本両国の
研究者が参集し遺伝子発現機構に至る細胞シグナリング機構について発表、討論を行った。 

 
2006年2月9～11日・神戸国際会議場 
International Symposium of Kobe University 21st COE Program on Signal Transduction, In Memory 
of Prof. Yasutomi Nishizuka   
参加人数：約300名（外国人18名）、講演者：海外13名、国内4名、学内4名 
主な招待講演者： Roger J. Davis, University of Massachusetts, USA：ストレス依存性MAPキ

ナーゼ研究の第一人者、Tony Hunter, Salk Institute, USA：タンパク質チロシンリン酸化反応
の発見者、Robin F. Irvine, University of Cambridge, UK：カルシウム動員をもたらすイノシ
トール３リン酸の発見者。神戸大学21世紀COEプログラム医学系拠点との共催により第一線の研
究者が一同に会しシグナル伝達に関する世界的先端研究の発表、討論を行った。 

 
2006年10月27日・神戸大学百年記念館六甲ホール 
The 21st Century COE Program COE Workshop “Potential of Mammalian Oocytes” 
参加人数：80名（外国人12名）、講演者：海外4名、国内２名、学内２名 
主な招待講演者：Martin M. Matzuk, Baylor College of Medicine, USA：哺乳類の卵母細胞自体

が分泌する成長因子を発見し、卵巣内で卵母細胞が体細胞を制御するとの新たな概念の提唱者、
Bernard Maro, Universite Paris 6, France：卵母細胞の成熟、不均等な分裂に関わる研究の第
一人者、Patricia Hunt, Washington State University, USA：哺乳類の生殖細胞形成過程にお
ける染色体の交叉、分離とその異常に関する研究の第一人者。哺乳類の卵母細胞に関するインプ
リンティング、全能性の賦与、染色体の接着・分離、不均等分裂に関して最先端研究の発表と討
論が行われた。 

 
2006年11月29日～12月1日・神戸大学瀧川記念学術交流会館 
The 21st Century COE Program COE Program Symposium “TOR-Signaling Mechanisms in the Cell 
Growth Regulation” 
参加人数：110名（外国人15名）、講演者：海外3名、国内7名、学内3名 

主な招待講演者：Michael N. Hall, University of Basel, Switzerland：TORタンパク質の発見者、

Kun-Liang Guan, University of Michigan, USA：低分子量Gタンパク質RhebによるTOR機能制御

の提唱者, Joseph Avruch, Massachusetts General Hospital, USA：インスリンシグナリング研

究の第一人者。栄養状態を認識するTORタンパク質に関する最新の研究の発表と討論が行われた。 
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２．教育活動実績【公表】 
 
・博士課程学生のRA採用 

 学内に設けられたCOE推進委員会の助言・評価のもとに博士課程学生を積極的にRAとして採用し

将来の研究を担う人材育成の第一段階とした。初年度は全員を3ヶ月程度雇用したが、次年度から

は研究への参加の形態に応じて採用期間を通年、半年、3ヶ月程度に区分した。年度別採用人数（外

国人留学生数）は平成14年度から48 (15)、22 (6)、25 (10)、24 (6)、15 (7)、延合計数は134 (44)

であり、高い国際性を目指し全体の約3割を外国人留学生数とした。なお、最終年度は採用人数が

減少したが、これは大学院GPプログラムによる支援の影響であり本拠点を含む学内関係領域の活動

はかえって活性化されている。 
 
・情報交換と技術協力、ディスカッション会合等 

 拠点内での情報交換と技術協力に関しては、計画したとおり実験技術や材料を共有することによ

り研究室を越えた協力を促進するとともに、複数研究室による定期セミナー（月1回程度）を実施

した。拠点全体の集まりとしては、定期学術会合（年2回）、技術講習会（年1回）、本学医学系拠

点との合同会議（平成16年度より年1回）、国際シンポジウム（期間中6回）を開催することにより、

教員や研究員のみならず学生にも発表とディスカッションの機会を積極的に設けた。 
 
・国際性の涵養 

 国際的に通用する人材の育成を目的として、前項に記載する本拠点主催の6回の国際会議のうち4

回（第2年度より年1回）において博士課程学生をはじめとする若手研究者による英語口頭発表会

“Discussion Meeting for Young Scientists”を開催し、その発表内容およびディスカッション、

プレゼンテーションと英語能力を国内外からの招待講演者と拠点研究者とが審査員として評価し、

最優秀発表者を選考の上で表彰した。また、発表会後には発表者に毎回、アンケートを実施し、そ

の集計結果を拠点ホームページに公開した。第1回は2004年1月の第1回国際会議第3日目に若手研究

者22名が発表とディスカッションを行い、最優秀発表者（2名）を表彰した。第2回は2004年11月の

第2回国際会議第2日目に10名が発表を行い、最優秀発表者（1名）を表彰した。なお、第1回の発表

者アンケート結果に基づき、発表とディスカッションの時間を9分と3分から第2回以降は12分と3

分にフィードバック修正した。第3回は2005年11月に開催された台湾COE拠点との合同シンポジウム

（第3回国際会議）の第2日目に14名（台湾側5名、日本側9名）が発表し2名の最優秀表彰を行った

が、事業推進担当者のみならず若手研究者にとっても実際に国際会議となった。第4回は2006年

11-12月に開催された第6回国際会議第3日目に12名が発表し最優秀発表者2名を表彰し本拠点最後

の国際会議を締めくくった。Discussion Meeting for Young Scientistsに際しては、発表者に対

して英語を母国語とする専門家による個別事前英語指導を毎回、抄録およびプレゼンテーションの

準備が整った段階で実施した。また、学生が英語能力について定期的に客観的評価を受ける機会と

してTOEIC-IPテストを平成15年度は2回、翌年度以後は年1回、実施した。アンケートではこれらの

英語指導が実際の発表ならびに英語力向上に役に立ったとの感想が述べられている。 

 なお、拠点若手研究者が国際会議招聘外国人研究者と実験データ紹介を含めた直接の意見交換を

行う機会を国際会議とは別途に設けた。また、学会等で来日した海外研究者に学術講演を依頼した

が、その際にも可能な限り学生が海外研究者とディスカッションを行う時間を設定した。拠点内の

外国人客員教授（1名）ならびに外国人COE研究員（研究員17名中3名）とコミュニケーションも英

語使用を日常的なものとすることに貢献した。さらに、若手研究者をエンカレッジするために国際

学会発表のための海外派遣、共同研究や講習コース参加を目的とした海外への短期派遣（合計27

名）を実施した。該当学生は海外での経験を拠点ホームページで発表し、個人の経験を他の若手研

究者と共有することとした。 

 若手研究者にとって第一線の研究に触れ、活発な討論と研究交流が行い、自らの英語発表の評価

を受けることは貴重な経験となり、大きな自信につながった。この経験をもとに、学生が海外の学

会に自ら積極的に参加し発表しようとする姿勢が形作られ、また若手研究者発表会において審査員

から高い評価が得られることとなったと考えられる。 
 
・ワーク・スタディ制度 

 学部学生を3ヶ月間、研究室における実験補助に謝金雇用し、同時にセミナー、研究集会への参

加等を通じて早期に先端の研究活動に触れ国際的研究環境を知る機会としてワーク・スタディ制度

（合計30名）を実施した。該当学生は研究室での経験を拠点ホームページで発表し、個人の経験を

他学生の参考とすることとした。実施数は決して多くはないが、インセンティブ（謝金）なしでも

研究活動に触れることを希望する学部学生が徐々に増加している。 
 



機関名： 神戸大学  拠点番号： Ａ１７    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果  （総括評価）  設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント） 生命現象の基本原理ともいえる細胞内情報伝達の機構を解析する目的で設置されたセンターの実績の上に立って、今回の拠点形成は提案されたものであり、計画に沿って確実に運営されたと評価できる。 しかし、研究活動面においては、全体として各論的進展に止まっているところが見受けられる。 人材育成面では、当初の計画どおり、各年度に亘って、ＣＯＥ研究員及び大学院生のリサーチアシスタント（ＲＡ）等による補助員を積極的に採用し、若手の研究・教育の向上を図り、また、若手研究者による成果の発表はすべて英語発表とし、国際的に活躍できる人材の育成に努めた点は評価できる。ただし、本拠点の研究展開に必須な若手の構造生物学者に乏しく、こうした分野の研究・教育面での強化が望まれる。 事業終了後の持続的展開については、本拠点がプログラム終了後も、大学の積極的な支援により、世界的研究レベルを維持するよう期待する。  

 


